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衛生１／４

問 １ 「化学物質等による危険性又は有害性等の調査等に

関する指針（厚生労働省）」に基づいて、有害な化学物

質のばく露によるリスクを低減するための措置を検討

する場合、次の㋑から㋥について優先度の高い措置か

ら順に並べたものは下のうちどれか。

㋑ 作業手順の改善、立入禁止等の管理的対策

㋺ 化学物質等の有害性に応じた有効な保護具の

使用

㋩ 有害性のより低い物質への代替

㋥ 局所排気装置の設置等の衛生工学的対策

１ ㋑ － ㋩ － ㋥ － ㋺

２ ㋩ － ㋥ － ㋑ － ㋺

３ ㋩ － ㋥ － ㋺ － ㋑

４ ㋥ － ㋩ － ㋑ － ㋺

５ ㋥ － ㋩ － ㋺ － ㋑

問 ２ 厚生労働省の「ＶＤＴ作業における労働衛生管理の

ためのガイドライン」に基づく措置に関する次の記述

のうち、誤っているものはどれか。

１ ディスプレイは、おおむね 40 cm 以上の視距

離が確保できるようにし、画面の上端が、眼と同

じ高さか、やや下になるようにする。

２ ディスプレイ画面上における照度は、500 ルク

ス以上になるようにする。

３ 書類上及びキーボード上における照度は、300

ルクス以上になるようにする。

４ 単純入力型及び拘束型に該当するＶＤＴ作業に

ついては、一連続作業時間が１時間を超えないよ

うにする。

５ ＶＤＴ作業者の健康診断は、一般健康診断を実

施する際に、併せて実施してもよい。

問 ３ 厚生労働省の「職場における腰痛予防対策指針」に

基づく、腰痛予防対策に関する次の記述のうち、誤っ

ているものはどれか。

１ 満18歳以上の男子労働者が人力のみにより取り

扱う物の重量は、体重のおおむね 40％以下とする。

２ 重量物を持ち上げるときには、できるだけ身体

を対象物に近づけ、重心を低くするような姿勢を

とる。

３ 腰掛け作業では、膝や足先を自由に動かせる空

間をとる。

４ 直接床に座る座作業は、腰掛け作業に比べ、仙

腸関節、股関節等にかかる負担が少ない。

５ 腰部保護ベルトは、個人により効果が異なるた

め、一律に使用することは避ける。

問 ４ 化学物質の吸収、代謝、蓄積等に関する次の記述の

うち、誤っているものはどれか。

１ 生物学的半減期が長い物質ほど、体内での蓄積

性が大きい。

２ 多くの有機化合物は、肝臓で代謝されて排泄さ
せつ

れる。

３ スチレンは、代謝されて、尿中にマンデル酸が

排泄される。

４ キシレンは、代謝されて、尿中にトリクロロ酢

酸が排泄される。

５ カドミウムは、主として腎臓皮質に蓄積される。

問 ５ 化学物質による健康障害に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

１ 無機水銀中毒の症状には、腎障害がある。

２ ベンゼンによる中毒では、再生不良性貧血など

の造血器障害が起こる。

３ 二硫化炭素中毒では、微細動脈瘤などの網膜の
りゅう

変化が起こる。

４ 砒素中毒では、角化症、黒皮症などの皮膚障害、
ひ

末梢神経障害などがみられる。
しょう

５ 一酸化炭素中毒では、血液中のグロブリンと一

酸化炭素が強く結合し、体内の各組織が酸素欠乏

状態を起こす。



問 ６ 鉱物性粉じんに関する次の記述のうち、誤っている

ものはどれか。

１ アーク溶接ヒュームは、じん肺を引き起こす原

因となる。

２ じん肺の合併症としては、肺結核、続発性気管

支炎、続発性気胸などがある。

３ 吸入された鉱物性粉じんの各呼吸部位での沈着

率は、その空気力学相当径によって異なる。

４ 粉じんの空気力学相当径は、光学顕微鏡による

粒径測定によって求められる。

５ アルミニウムの粉じんや炭素の粉じんは、じん

肺を引き起こす原因となる。

問 ７ 化学物質Ⓐとそれによって生じる主要ながんⒷとの

次の組合せのうち、誤っているものはどれか。

Ⓐ Ⓑ

１ クロム酸 肺がん

２ β-ナフチルアミン 膀胱がん
ぼうこう

３ コールタール 皮膚がん

４ 塩化ビニル 肝血管肉腫

５ o-フタロジニトリル 皮膚がん

問 ８ 金属等による健康障害に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

１ マンガンによる慢性中毒では、筋のこわばり、

歩行困難などの症状がみられる。

２ 鉛中毒では、ヘム合成過程の阻害による貧血が

起こる。

３ コバルト及びその無機化合物は、接触性皮膚炎、

気管支ぜんそくなどを引き起こすほか、ヒトに対

する発がん性が疑われている。

４ 粉状のニッケル化合物は、生殖毒性、皮膚感作

性のほか、ヒトに対する発がん性があるとされて

いる。

５ 金属熱は、鉄、アルミニウムなどの金属を溶融

する作業などに長時間従事した際に、高温下での

体温調節中枢の障害により発生する。

衛生２／４

問 ９ 有機溶剤による健康障害等に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

１ 酢酸メチルのばく露では、視力低下、視野狭窄
さく

などがみられる。

２ ハロゲン化炭化水素系有機溶剤は、一般に、肝

臓に対する毒性が強い。

３ 二硫化炭素の高濃度ばく露では、精神障害を生

じる。

４ トルエンの生物学的モニタリングでは、飲食物

中の安息香酸の影響を受けると、尿中馬尿酸量は

低くなる。

５ N,N -ジメチルホルムアミドは、長期ばく露に

より、肝機能障害を生じる。

問１０ 温熱条件及びその生体影響に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

１ 屋外で太陽照射がある場合のＷＢＧＴの値は、

自然湿球温度、黒球温度及び乾球温度の測定値か

ら算出される。

２ 屋内でのＷＢＧＴの値は、自然湿球温度及び乾

球温度の測定値から算出される。

３ 熱痙攣は、大量の発汗があり、水のみを補給し
けいれん

た場合に血液中の塩分濃度が低下して生じる。

４ 熱射病は、暑熱環境下での体温調節機能の失調

による重篤な熱中症で、発汗の停止と体温の著し

い上昇のほか、意識障害、呼吸困難などがみられ

る。

５ 放熱は、輻射、伝導、蒸発などの物理的な過程
ふく

で行われ、蒸発には、発汗と不感蒸泄によるもの
せつ

がある。

問１１ 騒音に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。

１ 等価騒音レベルの測定は、Ａ測定、Ｂ測定のい

ずれも各測定点で10分間以上連続して行う。

２ 騒音のＡ測定の平均値は、80 dB(Ａ)以上の測

定値の算術平均とする。

３ 騒音性難聴は、4000 Hz 付近の聴力低下から始

まる。

４ 騒音性難聴は、内耳の障害による伝音性難聴で

ある。

５ 騒音は、自律神経系や内分泌系へも影響を与え、

交感神経の活動の亢進や副腎皮質ホルモンの分泌
こう

の増加が認められることがある。



問１２ 酸素欠乏症及び硫化水素中毒に関する次の記述のう

ち、誤っているものはどれか。

１ 空気中の酸素濃度が 15～16％程度の酸素欠乏症

では、一般に頭痛、吐き気などの症状がみられる。

２ 硫化水素中毒では、意識消失、呼吸麻痺などが
ひ

みられる。

３ 窒素ガスで置換したタンク内など、ほとんど無

酸素状態で呼吸をすると徐々に窒息の状態になり、

この状態が５分程度継続すると呼吸停止する。

４ 海水が滞留している暗きょの内部での作業では、

酸素欠乏症及び硫化水素中毒の危険がある。

５ 酒類その他発酵する物を入れてある醸造槽の内

部での作業では、酸素欠乏症の危険がある。

問１３ 電磁波及びその健康障害に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

１ 紫外線は、可視光線より波長が短い電磁波で、

電光性眼炎を起こすことがある。

２ 赤外線は、溶解炉などの高温の物体から放射さ

れる電磁波で、白内障を起こすことがある。

３ 可視光線は、波長がおよそ 400 ～ 760 nm 領

域の電磁波である。

４ 放送用の中波や短波、電離放射線であるＸ線や

γ線は、いずれも電磁波である。

５ マイクロ波は、赤外線より波長が短い電磁波で、

照射部位の組織を加熱する作用がある。

問１４ 電離放射線及びその影響に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

１ Ｘ線及びγ線のうち、波長が 10 nm 以上の低

エネルギーのものをＸ線、それより高エネルギー

のものをγ線と呼ぶ。

２ α線、β線及び中性子線は、粒子線である。

３ 発がんは、晩発障害に分類される確率的影響で

ある。

４ 放射線皮膚炎は、早期障害に分類される確定的

影響である。

５ しきい値は、確定的影響にはあるが、確率的影

響にはないとされている。

衛生３／４

問１５ 化学物質等の性状及び挙動に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

１ 臨界温度以下において、気体として存在するも

のを蒸気という。

２ アセトンは水に溶ける有機溶剤であり、トルエ

ンは水に難溶性の有機溶剤である。

３ 空気中に浮遊する粉じんは、密度が同じであれ

ば粒径が小さくなるほど、沈降速度は遅くなる。

４ 有機溶剤の蒸気は、空気より軽いので蒸発して

発散しやすい。

５ 環境空気中の有害物質濃度の分布は、時間的に

も空間的にも対数正規型の分布に近い。

問１６ 局所排気装置に取り付ける次の型式のフードのうち、

一般に最も排気効果の高いものはどれか。

１ 外付け式スロット型

２ 外付け式グリッド型

３ 囲い式カバー型

４ 囲い式建築ブース型

５ レシーバー式キャノピー型



問１７ 労働衛生保護具に関する次の記述のうち、誤ってい

るものはどれか。

１ 酸素濃度が 18％未満の場所でも使用できる呼吸

用保護具には、送気マスク、空気呼吸器及び酸素

呼吸器がある。

２ 防じんマスクの手入れでは、ろ過材に付着した

粉じんを除去するとき、圧縮空気で吹き飛ばした

り、ろ過材を強くたたいて払い落としたりしては

ならない。

３ 耳栓の２つのタイプのうち、１種に分類される

ものは主として高音を遮音し、会話程度の低音を

比較的通すタイプである。

４ 防じんマスクの選定では、顔面とマスクの面体

との高い密着性が要求される有害性の高い物質を

取り扱う作業については、取替え式のものを選ぶ。

５ 電動ファン付き呼吸用保護具は、酸素濃度が

18％未満の場所では使用できない。

問１８ 防毒マスクに関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

１ 吸収缶が除毒能力を喪失するまでの時間を破過

時間という。

２ 有機ガス用防毒マスクの吸収缶の色は、赤色で

ある。

３ 隔離式防毒マスクは、直結式防毒マスクより使

用できる環境空気中の対象ガス濃度の範囲が広い。

４ アンモニア用防毒マスクの吸収缶の色は、緑色

である。

５ 一酸化炭素用防毒マスクの吸収缶は、使用する

環境の湿度が高いほど破過時間が短くなる傾向が

ある。

衛生４／４

問１９ 職場における有害因子に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

１ レーザー光線は、誘導放出による光の増幅によ

って人工的に作られた電磁波で、ばく露によって

網膜の損傷を起こすことがある。

２ 減圧症は、潜函作業者や潜水作業者などに発症
かん

するもので、高圧下作業からの急な減圧に伴い、

血液中や組織中に溶け込んでいた酸素の気泡化に

より発生する。

３ ノロウイルスによる食中毒は、食品、患者の嘔
おう

吐物などの飛沫から経口摂取されたウイルスが人
まつ

間の小腸で増殖して起こる食中毒で、主として冬

季に集団食中毒として多発する。

４ 低体温症は、低温下の作業で全身が冷やされ、

体内温度が 35 ℃程度以下に低下したとき発生し、

意識消失、筋の硬直などの症状がみられる。

５ 長時間の姿勢維持を伴うＶＤＴ作業などでは、

持続的な筋収縮を必要とする等尺性収縮が主体と

なるため、血行不良や筋疲労が生じやすい。

問２０ 管理濃度及び日本産業衛生学会の許容濃度に関する

次の記述のうち、誤っているものはどれか。

１ 管理濃度は、有害環境下での労働者の労働時間

に関係なく、その作業場所の作業環境に対して用

いられる。

２ 管理濃度は、作業環境の状態を評価するために、

作業環境測定で得られた個々の測定値を統計的に

処理して得た評価値と比較して用いる指標である。

３ 許容濃度の数値は、経皮吸収による摂取量を考

慮して定められたものである。

４ 許容濃度は、労働者が１日８時間、１週40時間

程度の肉体的に激しくない労働を想定して定めら

れたものである。

５ 許容濃度は、作業中のばく露濃度の変動があま

り大きくない場合に利用される。


